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施設・工事概要

□　設計のポイント

階高抑えフィールドと一体感

設　　計相模原市設計協同組合　　
建築施工藤木工務店・谷津建設ＪＶ

　　　　メインスタンド竣工相模原麻溝公園競技場
市政周年記念

Ｐ
Ｃ
梁
間
を
Ｒ
Ｃ
で
繋
ぐ

□
　

施
工
の
ポ
イ
ン
ト

（７） （第三種郵便物認可）２００９年（平成年）３月１０日　（火曜日）

　相模原市は、市民が気軽に
利用できる健康づくり・体力
づくりの拠点として、また、
陸上競技を始めサッカー、ラ
グビー等の公式試合を行うこ
とができる本格的な競技場を
目指して　「参加と感動のス
ポーツの森」を基本コンセプ
トに、　相模原麻溝公園競技
場の整備を進めてまいりまし
た。
　この競技場の整備は、従来
の相模原麻溝公園を．㌶拡
大することを決めた年の
都市計画決定に始まり、約
年の歳月を経て年４月、
日本陸上競技連盟の第３種公

認陸上競技場としてオープン
いたしました。
　トラックは１周㍍、９
レーンの全天候型のウレタン
舗装、フィールドはサッカー
やラグビーの公式試合に対応
する長さ㍍、幅㍍の天然

芝の仕様になっております。
　このほど観覧席数，席
のメインスタンドが完成し、
昨年度完成の芝生スタンドと
併せ、約１万，人を収容
できる第２種公認競技場とし
て、年４月、新たにスター
トいたします。
　今後は電光掲示盤とバック
スタンドの設置を予定してお
り、最終的には１万，人
を収容できる競技場として完
成いたします。また、その後
も第２競技場等を順次配置す
ることなどによって、相模原
市民万人のスポーツ拠点と
して、また、広域的な競技施
設として多くの方に利用いた
だけるように整備を進めてま
いります。

　
神
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相
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
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﹁
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
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
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
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工事名称相模原麻溝公園競技場メインスタンド建設工
事
建設地神奈川県相模原市下溝ほか
施主神奈川県相模原市
設計相模原市設計協同組合

施工藤木工務店・谷津建設ＪＶ（建築工事）、野﨑電
気・播州電気ＪＶ（電気設備）、朝日工業社・穂久斗工
業ＪＶ（空調設備）、折本設備（給排水衛生設備）
建築面積，平方㍍
延べ床面積，平方㍍
メインスタンドＲＣ一部Ｓ造４階建て、，席（日
本陸上競技連盟公認第２種陸上競技場）

トラック全天候型ウレタン舗装　１周㍍・９レー
ン

フィールド天然芝×㍍　，平方㍍
総収容人員１万，人
駐車場一般台、大型バス台、身障者用６台
工期年９月日年２月日
総工費約億，万円
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「相模の大凧」をイメージした膜構造のスタンド屋根

　
相
模
原
市
政

周
年
を
迎
え

市

民
の
健
康
増
進
を
目
的
に
計
画
・
施

行
さ
れ
て
い
る
競
技
施
設
の
一
部
を

施
工
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り

建
設
マ
ン
冥
利
に
尽
き
感
激
す

る
と
と
も
に
注
目
度
が
高
く
プ
レ


シ


を
感
じ
な
が
ら
着
手
し
ま
し

た

施
工
に
先
立
ち

供
給
開
始
さ

れ
て
い
る
フ


ル
ド
使
用
者
へ
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
鋼
板
に
よ
る

仮
囲
い
を
行
い
ま
し
た


　
建
物
は
同
心
円
の
中
心
に
向
か
う

梁
と
観
客
席
の
床
・
通
路
を
Ｐ
Ｃ
で

製
作
し

Ｐ
Ｃ
梁
の
間
を
在
来
の
Ｒ

Ｃ
で
つ
な
ぐ
工
法
で
す

Ｐ
Ｃ
梁
は

最
大


あ
り

施
工
性
と
安
全
性

を
考
慮
し

２
０
０

ク
ロ

ラ
ク

レ

ン
で
揚
重
と
据
え
付
け
を
行
い

ま
し
た


　
平
面
的
に
長
辺
が
１
２
０

あ

り

同
時
施
工
が
困
難
な
た
め

５

工
区
に
分
割
し
Ｒ
Ｃ
柱
↓
Ｐ
Ｃ
梁
↓

Ｒ
Ｃ
梁
・
壁
↓
Ｐ
Ｃ
床
の
流
れ
で
順

次
施
工
し
膜
屋
根
工
事
へ
と
進
ん
で

い
き
ま
し
た


　
膜
屋
根
は
酸
化
チ
タ
ン
含
有
恒
久

不
燃
テ
フ
ロ
ン
膜
を
使
用
し

セ
ン

タ

の
大
凧
と
両
サ
イ
ド
の
３
ブ
ロ


ク
に
な

て
お
り
建
物
３
階
か
ら

延
び
た
７
５
０

径
の
柱
頭
部
か
ら

鉄
骨
の
梁
を
伸
ば
し
観
客
席
を
覆
う

よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

鉄
骨

建
て
方

塗
装
膜
張
り
の
た
め
客
席

全
面
に
足
場
を
組
み
墜
落
・
落
下
災

害
を
防
止
し
ま
し
た


　
無
事

膜
屋
根
を
張
り
終
え
ブ
ル


と
オ
レ
ン
ジ
の
座
席
２
７
０
５
席

と
特
別
席
・
記
者
席
の

席
の
計
２

７
８
１
席
を
取
り
付
け

フ


ル

ド
側
最
前
列
の
手
摺
り
を
強
化
の
合

わ
せ
ガ
ラ
ス
と
し

客
席
か
ら
競
技

場
へ
の
視
認
性
と
安
全
性
を
確
保
し

た
良
好
な
も
の
に
し
て
い
ま
す


　
１
階
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
中
心
に

左
右
の
シ
ン
メ
ト
リ

で
フ


ル

ド
側
に
大
会
本
部
等
の
競
技
関
係
者

の
部
屋
と
記
録
・
医
務
室

選
手
が

直
接
フ


ル
ド
か
ら
入
場
で
き
る

ト
イ
レ
が
あ
り

廊
下
を
は
さ
ん
で

審
判
更
衣
室
や
事
務
室
お
よ
び
電
気

・
発
電
機
室
等
が
あ
り
ま
す


　
地
下
ピ

ト
に
は

フ


ル
ド

芝
散
水
と
ト
イ
レ
の
洗
浄
用
と
し

て

井
水
を
使
用
す
る
た
め
の
水
槽

を
設
置
し
て
い
ま
す

ま
た

器
具

庫
屋
根
に
は
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

け
電
気
室
へ
送
電
し

施
設
の
照
明

等
に
使
用
し
環
境
に
優
し
い
設
備
に

も
な

て
い
ま
す


　
外
部
に
は
先
行
施
工
さ
れ
て
い
た

器
具
庫
と
芝
生
ス
タ
ン
ド
を
渡
り
廊

下
で
つ
な
ぎ

観
客
の
移
動
を
ス
ム


ズ
に
し
て
い
ま
す

特
に
芝
生
ス

タ
ン
ド
と
は
丸
鋼
管
を
ア

チ
状
に

組
み

赤
く
塗
装
し
た
ブ
リ

ジ
が

目
を
引
き
ま
す


　
工
事
協
力
会
社
の
作
業
員
延
べ
２

万
人
超
の
匠
の
熱
意

市
関
係
者
や

監
理
者
の
ご
指
導

ご
協
力
に
よ
り

無
事
故
・
無
災
害
で
完
成
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も

に

た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
々
に
利

用
さ
れ

将
来
の
メ
ダ
リ
ス
ト
が
誕

生
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す


　
︵
藤
木
工
務
店
・
谷
津
建
設
Ｊ
Ｖ

　
　
現
場
代
理
人
　
和
田
　
司
︶


